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希学園 第353回 公開テスト 小６ 算数 2021年10月10日実施 解説 (２－１)
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２ ある数を①とすると，１つの数は②＋30，もう１つの数は③－50となる。

③－50－(②＋30)＝①－80＝10 のとき，①＝80＋10＝90…ア

②＋30－(③－50)＝80－①＝10 のとき，①＝80－10＝70…イ

(199＋１)÷２＝100

これより，１から199までの奇数の和は，100×100＝10000

(９＋１)÷２＝５

これより，１から９までの奇数の和は，５×５＝25

よって，10000－25＝9975

現在のＡ君の年令を①才，母を③才とすると，(①＋12)×２＝③＋12

②＋24＝③＋12 ①＝24－12＝12

よって，現在の母の年令は，③＝12×３＝36(才)

Ａの個数を□個，Ｂの個数を△個とすると，15×□＋18×△＝300

全体を３で割ると，５×□＋６×△＝100

□と△の組み合わせは，(□，△)＝(20，０)(14，５)(８，10)(２，15)

このうち，差がいちばん小さいのは(□，△)＝(８，10)のとき。

よって，Ｂの個数は10個。

ある整数×３＝3950以上4049以下

3950÷３＝1316余り２ 4049÷３＝1349余り２

これより，ある整数は1317以上1349以下となる。

ある整数×５＝6550以上6649以下

6550÷５＝1310 6649÷５＝1329余り４

これより，ある整数は1310以上1329以下となる。

範囲を合わせて考えると，1317以上1329以下となり，1329－1317＋１＝13(個)
はん

２
ＥＦの長さは，９＋(18－９)×─＝15(㎝) 面積の比は，

３
四角形ＡＥＦＤ：四角形ＥＢＣＦ＝(９＋15)×２：(15＋18)×１＝16：11

右図のように延長して考える。

相似比 ４：８＝１：２ 体積比 １
３
：２

３
＝１：８

１
よって，４×４×π×６×─×(８－１)＝224×π

３
＝703.36(㎤)

×

各円の中心を結ぶと，斜線部分のまわりの長さ

はおうぎ形の弧８個の合計となる。

おうぎ形の半径はすべて２㎝で，中心角の合計

は，八角形の内角の和となり，

180×(８－２)＝1080(度)
1080

よって，２×２×π× ＝12×π＝37.68(㎝)
360

３ ４×４×３×２＝96(通り)

４枚の数の和が３の倍数になればよい。

(０，１，２，３)→３×３×２×１＝18(通り)

(０，２，３，４)→３×３×２×１＝18(通り)

よって，18＋18＝36(通り)

下２けたが４の倍数になればよい。

□０４→100＋200＋300＋４×３＝612

□１２→300＋400＋12×２＝724

□２０→100＋300＋400＋20×３＝860

□２４→100＋300＋24×２＝448

□３２→100＋400＋32×２＝564

□４０→100＋200＋300＋40×３＝720

よって，612＋724＋860＋448＋564＋720＝3928

４ 右のようにフローチャートをかく。
１ ７作業の３回目のＣは─倍，２回目のＢは─倍に
３ 17

なっていることから，最後の３人のボールの個

数を，Ａ＝ 個，Ｂ＝⑭個，Ｃ＝ 個とする。
１ ２

÷─＝ …Ｃ － ×─＝⑦…Ａ
３ ３

よって，Ａ：Ｂ：Ｃ＝７：14：63＝１：２：９

７ 10
⑭÷─＝ － ×─＝17 17

１ １
⑦÷─＝⑭ －⑭×─＝

２ ２

これより，はじめのＡ，Ｂ，Ｃの個数の比は，

Ａ：Ｂ：Ｃ＝⑭： ： 合計は，⑭＋ ＋ ＝

84の倍数の中で200個以上300個以下なのは，84×３＝252(個)のみ。

よって，はじめのＣの個数は， ＝43×３＝129(個)
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希学園 第353回 公開テスト 小６ 算数 2021年10月10日実施 解説 (２－２)
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ダイヤグラムをかくと下の通りとなる。

速さの比 花子：犬＝40：160＝１：４

太線部分に注目すると，花子と犬が進んだきょりの比が１：４となっている。

１
1250×２＝2500(ｍ)…きょりの和 よって，2500× ＝500(ｍ)１＋４

出発→１回目の出会い…1250×２－500＝2000(ｍ)

図の太線部分のきょりの比は，(４＋１)÷２＝2.5より下のようになる。

相似比 ア：イ＝イ：ウ＝2.5：1.5＝５：３
３ ３

2000×─＝1200(ｍ) 1200×─＝720(ｍ)
５ ５

よって，2000＋1200＋720＝3920(ｍ)

６ 角度マークをつけると右図のようになる。

三角形ＦＩＣは三角形ＡＢＣと相似。

これより，ＩＣ＝３㎝，ＦＩ＝４㎝

三角形ＡＢＣと三角形ＨＩＥは相似。

ＩＥ＝６－４＝２(㎝)
４ ２

ＨＩ＝２×─＝２─(㎝)
３ ３
２ １ＢＨ＝３－２─＝─(㎝)
３ ３

三角形ＨＩＥと三角形ＨＢＪは相似。
１ ３ １

ＢＪ＝─×─＝─(㎝)
３ ４ ４
１ １ 23４×３－─×─÷２＝11─(㎠)
３ ４ 24
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角度マークを打つと右図のようになる。

Ｆから辺ＢＣに垂直な線を引き，交点

をＫ，ＦＢとＭＧを結び，その交点を

Ｌとする。

三角形ＦＫＣと三角形ＦＫＢは合同。

これより，ＦＢ＝５㎝

全体の図形はＭＧを対称軸とする線対

称図形となっているので，三角形ＢＧ

Ｌと三角形ＦＧＬは合同。これより，

ＢＬ＝５÷２＝2.5(㎝)

三角形ＡＢＣと三角形ＧＬＢは相似。

５ １ １ ５ＢＧ＝ＦＧ＝2.5×─＝４─(㎝) よって，ＥＧ＝６－４─＝１─(㎝)
３ ６ ６ ６

５ ５ ２対称性により，ＣＧ＝ＥＧ＝１─(㎝) よって，１─×４÷２＝３─(㎠)
６ ６ ３

７ 真上から見た図をかくと右の通り。

ＣＦを引くと，ＢＡ：ＣＦ＝１：２より，

ＡＰ：ＩＰ＝１：２
２

Ｐの下の底面からの高さは，６×─＝４(㎝)
３

よって，六角すいＰ－ＧＨＩＪＫＬの体積は，
１

60×４×─＝80(㎤)
３

ＡＤを引くと，ＨＩ：ＡＤ＝１：２より，

ＩＱ：ＡＱ＝１：２
１

Ｑの下の底面からの高さは，６×─＝２(㎝)
３

見取り図は右図のようになる。

求める体積は，三角すいＰ－ＨＩＬから

三角すいＱ－ＨＩＬをひけばよい。

１三角形ＨＩＬの面積は，60×─＝20(㎠)
３

１ １ １
よって，20×４×─－20×２×─＝13─(㎤)３ ３ ３

(配点) ；各５点×８ 他；各４点×15
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